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予算区分

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

1

平成３０年度以降

健康づくり

1

体の健康づくりへの取組みを支援する

担当係

担当課

6

保健福祉

地域の医療・薬事の提供や保健福祉教育等各種事業に協力している団体(医師会、歯科医

師会、薬剤師会)に対して、市が委託する事業を円滑にすすめてもらうために準備・調整経

費として補助金を交付し、市民の健康づくり及びよりよい医療の提供がなされるようにする。

○平成23年度実施内容

医療関係団体(医師会、歯科医師会、薬剤師会）を通して市民の健康増進を図るために、各

種委員会、研修会等旅費や消耗品、通信料等に対して補助金を交付した。市費補助金の申

請書、実績報告書の受理、支払事務を行った。

○医師会、歯科医師会、薬剤師会補助金

≪現在の補助金の算出方法≫　 　　　    　《会員数》22年度  23年度  24年度 (　)内は予算

人数

 ・医師会　　　会員ひとりあたり15,000円×会員数     108        109       112人(114人)

 ・歯科医師会  会員ひとりあたり10,000円×会員数     92          94         99人(100人)

 ・薬剤師会　　会員ひとりあたり10,000円×会員数      62          66        70人(70人)

              　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4/1現在)

【直接経費の内訳】
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【直接経費の内訳】

　医師会、歯科医師会、薬剤師会補助金（3,235千円）

○平成24年度実施内容

・地域の医療・薬事の提供や保健福祉教育等各種事業に協力している団体に対しての補助

金の交付については、23年度と同様に実施する。

【准看護学校補助金】

市内の医療機関に勤務する准看護師を養成する目的で設立されたが、23年3月で閉校し

た。平成23年度に補助金を廃止した。
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地域の医療・薬事の提供や保健福祉教育等各種事業に協力している団体（医師会、

歯科医師会、薬剤師会）の事業の充実により、市民へのよりよい医療の提供と円滑な

行政運営を行うことができた。

医師ひとりが保健セン

ター事業の健診等でか

かわった市民の延人数

事業の

達成状況

9492

788

人

―

―
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年年年年

度度度度
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

補助金の額が適切であるのか検討する必要がある。

補助金の算出方法等について、さらに調査を進め、補助金の算出方法や助成のあり

方について検討し、関係機関との調整を行う。

判　定　理　由

事業を縮小・

廃止したときの

影響

補助金の算出方法など検討が必要であるが、市民に安全安心な一次医療、歯科医

療及び地域医療に必要な薬事の提供と円滑な行政運営を図るためには必要がある

ため。

方向性の判定 現状維持

一次評価のとおり。外部評価を受けた今後の取組方針が「本助成金は、県内で類似の補助

金を交付している自治体が非常に少ないため、他市の状況を踏まえ、見直しに向けて関係

機関と調整を行う。」としていることから、平成25年度については現状維持とするが、平成26

年度以降見直しに向けた検討が必要である。

改善案等
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専門医での対応が必要である行政の各部署の事業を進めるにあたり、医師会、歯科

医師会、薬剤師会からの協力や委託料等の交渉が困難さを増し、市民に安全安心な

一次医療、歯科医療及び地域医療に必要な薬事の提供と円滑な行政運営が図れな

くなる。


